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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月21日(2007.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　無線情報端末とサーバを有する無線通信システムであって、
　前記無線情報端末は、
　前記サーバの通信圏内に入ったか否かを検出する検出手段と、
　前記通信圏内に入ると、第１のメモリに記憶されているデータを前記サーバに送信する
第１の無線通信手段とを備え、
　前記サーバは、
　前記第１の無線通信手段と無線通信をする第２の無線通信手段と、
　前記無線情報端末から送信された前記データを第２のメモリに記憶する記憶手段と、
　を有することを特徴とする無線通信システム。
　　【請求項２】　前記無線情報端末は、前記第１のメモリに記憶されているデータのう
ち未送信のデータを前記第１の無線通信手段により前記サーバに送信することを特徴とす
る請求項１に記載の無線通信システム。
　　【請求項３】　前記検出手段は、予め登録されているサーバの通信圏内に入ったか否
かを検出することを特徴とする請求項１又は２に記載の無線通信システム。
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　　【請求項４】　前記検出手段は、前記サーバから送信される信号に基づいて、予め登
録されているサーバの通信圏内に入ったか否かを検出することを特徴とする請求項３に記
載の無線通信システム。
　　【請求項５】　前記無線情報端末は、前記サーバに送信したデータを前記第１のメモ
リから消去する消去手段を有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載
の無線通信システム。
　　【請求項６】　前記無線情報端末は、前記サーバに送信したデータと未送信のデータ
とを区別して表示することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の無線通信
システム。
　　【請求項７】　前記サーバは、前記無線情報端末が複数ある場合は、該無線情報端末
のＩＤ毎に受信したデータを記憶することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に
記載の無線通信システム。
　　【請求項８】　無線情報端末とサーバを有する無線通信システムにおけるデータ通信
方法であって、
　前記無線情報端末は、
　前記サーバの通信圏内に入ったか否かを検出する検出工程と、
　前記検出工程において前記サーバの通信圏内に入ったことを検出すると、第１のメモリ
に記憶されているデータを前記サーバに送信する第１の無線通信工程を実行し、
　前記サーバは、
　前記無線情報端末から送信された前記データを第２のメモリに記憶する記憶工程を実行
することを特徴とする無線通信システムにおけるデータ通信方法。
　　【請求項９】　無線情報端末であって、
　サーバの通信圏内に入ったか否かを検出する検出手段と、
　前記通信圏内に入ると、第１のメモリに記憶されているデータを前記サーバに送信する
第１の無線通信手段と、
　を有することを特徴とする無線情報端末。
　　【請求項１０】　前記無線情報端末は、前記第１のメモリに記憶されているデータの
うち未送信のデータを前記第１の無線通信手段により前記サーバに送信することを特徴と
する請求項９に記載の無線情報端末。
　　【請求項１１】　前記検出手段は、予め登録されているサーバの通信圏内に入ったか
否かを検出することを特徴とする請求項９又は１０に記載の無線情報端末。
　　【請求項１２】　前記検出手段は、前記サーバから送信される信号に基づいて、予め
登録されているサーバの通信圏内に入ったか否かを検出することを特徴とする請求項１１
に記載の無線情報端末。
　　【請求項１３】　前記無線情報端末は、前記サーバに送信したデータを前記第１のメ
モリから消去する消去手段を有することを特徴とする請求項９乃至１２のいずれか１項に
記載の無線情報端末。
　　【請求項１４】　前記無線情報端末は、前記サーバに送信したデータと未送信のデー
タとを区別して表示することを特徴とする請求項９乃至１３のいずれか１項に記載の無線
情報端末。
　　【請求項１５】　無線通信機能を有する情報処理装置であって、
　該情報処理装置の通信圏内に入ったことを検出した無線情報端末から自動的に送信され
てきた、該無線情報端末のメモリに記憶されていたデータを受信する受信手段と、
　該受信手段により受信されたデータを記憶する記憶手段とを有することを特徴とする情
報処理装置。
　　【請求項１６】　前記無線情報端末が複数ある場合は、該無線情報端末のＩＤ毎に受
信したデータを記憶することを特徴とする請求項１５に記載の情報処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【０００１】
　　【発明の属する技術分野】
　本発明は無線通信システム及びそのデータ通信方法、並びに無線情報端末及び情報処理
装置に関し、特にはオフィスやホームにおいて構築され、無線通信機能搭載のデジタルス
チルカメラやデジタルビデオカメラやＰＤＡなどの無線情報端末からサーバに無線でデー
タ転送を実行する無線通信システムそのデータ通信方法、並びに無線情報端末及び情報処
理装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の目的は、サーバの通信圏内に入った無線情報端末がデータをサーバに確実に送
信して保存できる無線通信システム及びそのデータ通信方法、並びに無線情報端末及び情
報処理装置を提供することにある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１９】
　　【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明の無線通信システムは、無線情報端末とサーバを有
する無線通信システムであって、前記無線情報端末は、前記サーバの通信圏内に入ったか
否かを検出する検出手段と、前記通信圏内に入ると、第１のメモリに記憶されているデー
タを前記サーバに送信する第１の無線通信手段とを備え、前記サーバは、前記第１の無線
通信手段と無線通信をする第２の無線通信手段と、前記無線情報端末から送信された前記
データを第２のメモリに記憶する記憶手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、本発明のデータ通信方法は、無線情報端末とサーバを有する無線通信システムに
おけるデータ通信方法であって、前記無線情報端末は、前記サーバの通信圏内に入ったか
否かを検出する検出工程と、前記検出工程において前記サーバの通信圏内に入ったことを
検出すると、第１のメモリに記憶されているデータを前記サーバに送信する第１の無線通
信工程を実行し、前記サーバは、前記無線情報端末から送信された前記データを第２のメ
モリに記憶する記憶工程を実行することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、本発明の無線情報端末は、無線情報端末であって、サーバの通信圏内に入ったか
否かを検出する検出手段と、前記通信圏内に入ると、第１のメモリに記憶されているデー
タを前記サーバに送信する第１の無線通信手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、本発明の情報処理装置は、無線通信機能を有する情報処理装置であって、該情報
処理装置の通信圏内に入ったことを検出した無線情報端末から自動的に送信されてきた、
該無線情報端末のメモリに記憶されていたデータを受信する受信手段と、該受信手段によ
り受信されたデータを記憶する記憶手段とを有することを特徴とする。
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